

















































































































































( 1 )市街近郊立地期 (1900年頃-1955年頃)
( 2 )郊外立地第 I期 (1955年頃-1965年頃)

























































































































































































































































































































































































第 1章 | |第2章 第3章
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700 ごみ問題は公害対策基本法 (1967年・昭和42)による大気汚染防止法 (1968昭和40年代後半からは、


































86 87 1983 85 8~ 
{住) 191lf-J月lJHf.の殺令li宣銅liI
図 2.2-6.3: 地域別に見たごみ排出量の推移i~n 指数/1983年=100
ごみの排出量は高度経済成長下の昭和30年代後半から急激に増加しており、昭和50年度 (1975)の時

































































































































一足尾銅山I 叡焼却一|第1次世界大戦 環境悪化 | 






































































朝鮮戦争勃発 ごみの急増 . 
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注1廃棄物学会:ごみ読本 中央法規出版 1995年， p.5 
tt~ 廃棄物学会:前掲書， p.6 
山伊藤好一:江戸の夢の島(江戸選書 9) 1982年， p.51・54
山廃棄物学会:前掲書， p.6-7 
出大阪市環境事業局:平成9年度事業概要， p.120 
出(社)東京環境保全協会:50年のあゆみ 1982年， p.18-19 
注7石川禎昭:これからの廃棄物処理と地球環境 中央法規出版 1992年， p.8 
m寄本勝美:ごみとリサイクル 岩波新書 1990年， p.6・7
的溝入茂:ごみの百年史/処理技術の移り変わり 学芸書林 1988年， p.18-19 
il:IO寄本勝美:前掲書，




注 I~ 溝入茂:前掲書， p.177-178 
注目溝入茂:前掲書， p.183 
住16廃棄物学会:前掲書， p.ll・12
住17東京都清掃局:清掃事業のあゆみ 1977年， p.14-17 塵芥焼却場の場所選定の経過など
削寄本勝美:前掲書， p.25 
注19溝入茂:前掲書， p.109・110




ω 溝入茂:前掲書， p.158-169 



















n.刈都市のごみ循環 ソーラーシステム研究グループ・著 NHKブックス 1985 
ll:~u 石川禎昭:前掲書， p.13・14
nJI石川禎昭:前掲書， p.13の図 1-1より出典
山資料/厚生省生活衛生局水道環境部監修:日本の廃棄物 1985他(出典/ごみ読本， p.29) 
…資料/厚生省:厚生白書 1991 (出典/これからの廃棄物処理と地球環境.pお)
山廃棄物学会:前掲書 p.31 
;43週刊東洋経済 96.8.24 東洋経済新報社 p.l1 
…最終処分場のひっ迫/清掃関連データ(東京スリム)川://www向山Jeport町 p/tokyo-sJ i m 
(fJ7廃棄物学会:前渇書.p.38-39 




山口 資料/厚生省:日本の廃棄物処理(出典/ごみ読本， p.41) 
山lジェレミー・リフキン、竹内均訳:エントロビーの法則、祥伝社、 1990年、 p.45
(t52槌田敦他:ごみで斬る一廃棄学と循環型社会からのアプローチ 社会思想社 1992年， p.32・39
f153川島和義: iゴミ焼却と物質循環J，地域自立を考える(別冊経済セミナー・エントロビー読本 5) 1988年，
0.217-224 























( 1 )市街近郊立地期 (1900年頃--1955年頃)
( 2 )郊外立地第 l期 (1955年頃--1965年頃)
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木津川焼却~第 1 工~ 峻工。
木津川焼却~第 2 工~(附t世)峻[。
バih正鉱唱。 今宮焼却~ を引き絞ぐ。
木津川焼却~第 3 ・ 4 工場(J:{')，没)竣工。
寝屋川焼却~第 1 ・ 2 工場峻工。
寝屋川焼却場第3・4工i易(J:{')，世)竣工。




部 2 次 l世界大 Ij貨の~~符で全Ï(IÎI下j に作業'1 '11: .
収集作業のi'jlJij(一部). 
全di1t， i収集のj1J1別 (511取り) . 
r'J川出削作業のIlJlm.











'1 ')\'1パッカ一、'I 1 )~14 愉佐川 Im !th .
大川船W .t.\.I~II:.
~t ，W制 ) M~l l1é ll : 。
ごみ焼却 lilが r.~di ， nllhj (大|以r.~di. t Ilhj)
決定を受ける.
住吉工~ 波1:.
i' 1 !IiJ '1( 'J ~務所(l : ， ' n l'r ~1折 tri ，泣.
)L之助船川上~Irl~1:. 
1'IM憾勤時允足。
r~ ll \船 h1刷版 iI.，








































































~t . 1m，Ç，~ . Jl!.T<でqき;1'.引き胤の
分};IJ JI.'X~‘テスト実胞lJil始。










































2 -2. 2 テーラーによる収集作業
























































































































































































































































































1964.8 全 rliのがJ28.5%に定 U 収集 ~J及 。
1966.12 '-E f1 JI)(.!t全rliの60%汗及。
1967.7 脇浜クリーンセンター(辿将)後工.
，1968.9 苅漂島クリーンセンタ一 級 L
1969.1 in丸山'/:t住宅でクレーン*によるコンテナ
収集~施。

































































11969.10 精l大ごみ収集開始 (5区). 
|197012 千問工場(制)机
1971.9 廃棄物処国法 (lflTl1M法の全1M改JE)施行.











































































































































































































立地環境に関する具体的な調査方法としては、過去の事例を含めた、大阪市28施設、京都市10施設、る。5 :浮きドック台船2-4. 写真 3.に応じる形で細かな収集サービスも実施するようになってい
地理院発行し、国神戸市19施設、東京都区部33施設、全90施設の竣工時期と竣工当時の所在地を調



























































































































1 915~手 1925~ 1935~手 1945年 1 9S5~ 1965年 1975年 1985年 1995~
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1904191319231933194319531963197319831993 
後工時期























行政区域境界線への最短距離(図 3. 3 -3. 
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1915年 1925年 1935年 1945ff 1955年 1965年 1975年 1985年 1995年
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施設配置の変遷・京都市 (scale= 1/180000) 
- 46-
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(scale = 1/180000) 























。 1900~ 1955 年 tfj :市街地近郊立地糊
o 1955~ 1965 年頃 : 郊外立地 ( 第|制)
o 1965~ 1 996 年目郊タト立地( 第 11 糊 )









( 1 )市街地近郊立地期 (1900年頃，..，1955年頃)
水域との関係について見ると、 1955年頃までは90%以上の施設が水路や海面、河川敷に隣接して建設
されており、水域と密接に関わりを持っていたことがわかる。(図 3.4-1.1)
2 km以上.._................‘---------------------~-II}・・ 0 ・....--M> -----0--・............ 









1904年 1915年 1925年 1935年 1945年 1955年 1965年 1975年 1985年 1995年
図3. 4・1. 1 :水域までの距離
密集市街地との関係については、やはり1955年頃までは市街地内部に設置される場合や、市街地から
500m以内に近接する市街地近郊に設置される例が中心となっていた(図 3.4-1.2)。
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--神戸市----------------ー ・ー・・・・ー・・----------・・・・十・--------------・・・0 ・0 ・ー
竣工時期
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図3.4 ，ー.3:行政境界線までの距離 図3.4-1. 4:行政境界線までの距離
( 1955年以前 ) ( 1955年以降 ) 
??? ? ??
第3章.清掃工場の立地環境の推移



















1915年 1925年 1935年 1945年 1955年 1965年 1975年 1985年 1995年
























住1ごみ処理施設の位置選定の際の検討項目として、 ( 1 )収集運搬の効率、 ( 2 )周辺条件、 ( 3 )地形、地質




山神戸市環境局:ごみ処理の現状 環境局業務部事業概要 1977年.p.7 を基に計算した。
出(社)全国都市清掃会議:ごみ処理施設構造指針解説 1996年.p.34 
出大阪市清掃局:20年のあゆみ 1968年.p.16及び、大阪市環境事業局:事業概要平成7年度版 1995年.p.119、
溝入茂:ごみの100年史 処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年.p.42の記述による。
t7過去のごみ焼却処理施設の所在地住所については、東京都清掃局、大阪市環境事業局、京都市清掃局、 神戸市環
境事業局の調査協力による。
間大阪市環境事業局:昭和 5---平成9年度事業概要及び、大阪市清掃局:20年のあゆみ 1968年 の事業沿革に
関する記述と事業年表を基に整理を行った。




il12神戸市環境局(旧清掃局) :昭和30年度~昭和38年度事業概要 の事業沿革に関する記述と 昭和39年度~平成
8年度事業概要 の事業年表を基に整理した。
itJ3東京都清掃局:清掃事業のあゆみ 1977年 及び、 (社)東京環境保全協会 :50年のあゆみ 1982年 の事業沿
革に関する記述と、東京都清掃局:事業概要 の事業年表を基に整理を行った。
住14例えば、土木学会:水辺の景観設計 1988年.p.124 歩行距離の表。
































































































































































































































































2種住居 11量住居 11量中高住専 2fl中高住専


















(図4. 3-2. 2) 









































































































境界線までの距離帯ごとに、該当する施設数を示す。(図4. 3-4. 2) 
t主当~N数
50 r-----・・・・・・・・・・・司・ー ・ー・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
+-tー
40 ~ ・ ・・・ ・
30 ho・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--------------------1ず
20 ~I ‘ t ・・・・・・ ・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・ー・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1 0 ~I t ----1 ~ -------------------------_ _ _ _ _ ー・・ ・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・・・
。
，P 453h p ぷグ 4!?Aグ，て33bJP，dAO d ィ'~.， - .，ry' ~ ~..:J' i .~~:{I' 'V .{'{，'" _ ~~，，-J ~~，' ~ .I...f :~v .I，:J.v .I，:i:.)-.. . ， :C 、 '.;;み ~VV



































ピ ー クを持つことから、 0% ~60%未満をDID面積











・ その他の周辺都市施設 クがあるのみで度数分布図(図 4.
は0%へ向けて等比級数的に減少しているため、








































































D I D面積割合 D I D面積割合
官R主司r 低 言RZz3 低
D ( 1 ) ( 2 ) ( 4 ) 
r.ヨ:J) 平野部 都市+ 一 山間部
D 都市型 農村型 都市型
人
口 ( 3 ) ( 5 )
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図4. 4 -4. 1 :可住地面積割合別の度数分布




































































































































平均:39%) を占めている(図 4. 4-4. 8)。
これは平野部が比較的少なくかっ人口も分散しているため、施設の立地による影響圏が狭い範囲に限
られるために、特に行政区域境界線付近にまで遠ざけて設置する必要性が少ないためと考えられる。
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七七~ b l E51t;元町。，...旧作。


































注l尾島俊雄ほか (1980年)， r東京リサイクル都市構想に関する基礎的研究(その 3. ゴミ搬送システム)J ，日
本建築学会大会学術梗概集， pp.443 -..p.科4
出大崎一仁、村上正吾ほか (1987年)， r東京都の廃棄物排出量と収集に関する実態研究(その 1，その 2)J ， 
日本建築学会大会学術梗概集， pp.605 -..p.608 
出柏原士郎ほか (1982年)， r迷惑施設とコミュニテイ施設の複合化に対する住民の評価に関する研究ー下水処理
場の場合J，日本建築学会近畿支部研究報告集， pp.257 ---pp.260 
注4浅香勝補、八木津社一 (1983年)， r火葬場J，大明堂， pp.25 -. pp.31など
出厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課:廃棄物処理事業・施設年報 平成7年版 1995年，環境産業新聞社


































4 -1.連続式第 l期 (1960年頃--1965年頃)
4 -2.連続式第 1期 (1965年頃--1975年頃)
4 -3.連続式第川期 (1975年頃--1985年頃)





































































































図5. 2ー 1. 1 :敦賀町の焼却施設
写真5. 2ー 1-1 :大阪・長柄塵芥焼却場









































































































































1968年の大気汚染防止法により最大着地点濃度 (K 40 
値)規制が行われたことから、ノズル付き高煙突が 20 
-.・・4・4....・‘・‘..P
普及し始め、 1975年頃からすべてが80m級となり、 !糊 附 1970 1975 1980 1985 1附 1995 
緩工時期(年)




-建物高さ &煙突高さ t"・'<司 ， . 
東京都区部の施設の場合も、 1985年頃までは、建刷
物の高さが28m-40mの範囲内で漸増状態にあり、 l∞ 
煙突高さも65年頃から既に100m級で、 75年頃には 80 
一手




.. j“ ち &
大図鯨 1・2ヱ嶋の型車突
130m、85年頃からは150m級へと段階的に高くなる ω L..ー・ ・4 ・ー … ・ー ー …ー-一-…・・ー ・0・一.-.....1. 
40 
傾向が見られる。一方1985年頃以降になると、大田 20 
清掃工場第 1・第2工場が羽田空港の新設滑走路の o 










































かる。(図5. 3ー 2. 6) 
3 -3.形状の推移
( 1 )プラットフォーム棟





















??• • • • • • • • • • • 
wω1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 
竣工時間(年)
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外壁材で囲んでおり、 1980年大阪市大正工場では炉室棟・集塵機棟のボリュームのみを濃茶色のパネル( 5 )全体的傾向
で覆っている。東京では1970年の千歳清掃工場で炉室棟・集塵機棟のボリュームを管理部に合わせた濃形状についての全体的傾向を見ると、関西と東京の事例ともほぼ共通しており、 1975年頃からプラッ
青色で仕上げている。トフォーム部と復水機部とが新たに一体的なボリュームとして組み込まれ、全体としてのボリュームが





























2 )は、3 -4. ， )、および(図 5.
イプを付加した例、
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(JI~ にも 一体とな っ て現在に至っている。
第5章 i膏帰工場の建築形態の推移 第5章.清掃工場の建築形態の推移









































































































写真5.4-3.2:京都・東工場写真5. 4ー3. 1 :神戸・港嶋クリーンセンター

































写真5. 4-4. 1 :大阪・西淀工場
5. まとめと考察





焼き) → 人手によるパッチ式炉 → パッチ式機械炉 → 連続式機械炉 → 公害対策設備を強
化した連続式機械炉 へと推移し、それを覆う建築形態も、 上部を覆う屋根 → ごみ投入作業の足場


























































































tt5精入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.36 
m溝入茂:ごみ焼却の技術史，都市と廃棄物， vo1.16. No.4， p.20 
tl'.7出典/大阪市住之江工場内資料展示室より




ttl2溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.222 
t.13溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.33 

















































































































???2 -2. (図 6.いては都市計画決定と並行して環境影響評価手続きを行う こととされている。
とで構容に対する見解































































縦覧 : ..-; 
~- i I 
































































~・ -- ~..... 送付審査意見 審議会 hv ♂ 一 一 審の作成 司 ー の答申
都市計画 評価書提出




決定告示 ~ i抱可者へ配慮要請 ー 公示・
・縦覧 縦覧




















































































































































































































白系淡色 (57%)、茶系淡色 (15 %)、灰系淡色 (13 %)、青系淡色 (6%)、
茶系濃色 (3%)、その他 (5%) 
基調仕上(施設本体の外壁の基調となる仕上について)
吹き付けタイル (74%)、吹き付けタイル+磁器タイル (7%)、磁器タイル (5%)、
PCデザインパネル (4%)、その他 (7%) 
塗り分け等(施設本体の外壁に対する色・仕上げによる塗り分け等について)
水平ストライプの設置 (30%)、目地割りの整理 (30%)、基壇部の塗り分け(1 6 %)、
ボリューム要素別の塗り分け(1 4 %)、サッシュ等の塗り分け (11 %)、
壁面のグラフィック状塗り分け (4%)、マーク・ロゴ等の設置 (3%)、特になし (33 %) 
関口部等の配置と形状(施設本体の外壁に設けられる窓や開口部の配置と形状について)
連続窓の設置(横61%・縦20%)、その他配置の意匠的な整理 (36%)、
大関口部の設置 (22%)、特になし (14 %) 
- 細部のデザインに関する手段の項目
出角部の処理(施設本体の出角部の形状に関する処理について)
曲線的な面取り (21 %)、直線的な面取り (5%)、エッジの強調 (4%)、その他(1 %) 
特になし (71 %) 
- 部分のデザインに関する手段の項目
部分的要素の造形(見学者通路部やシャフト部など施設本体の部分的要素の形状について)
管理部・玄関まわり (37 %) (吹き抜け、カーテンウオール等)、
見学者通路部まわり (31 %) (装飾的屋根、曲線的壁面等)、
ランプウェイ部まわり(1 6 %) (装飾的屋根、シェルタ一等)、
シャフト部まわり(1 8 %) (装飾的屋根、カーテンウオール等)、
他の部分的要素 (21 %)、特になし (26%)
園 全体構成のデザインに関する手段の項目
主要な屋根形状(施設本体のシルエットに影響を与える主要な屋根形状について)
陸屋根 (80%)、ボールト屋根 (12 %)、傾斜屋根 (5%)、その他 (9%) 
ボリュ-ム構成(胞設本体の全体的ボリューム構成について)





地下への掘り下げ (33%)、頂部の壁面後退(1 3 %)、基壇部での壁面後退 (9%)、




四角形 (57 %)、円形 (11 %)、三角形 (9%)、多角形 (9%)、楕円形 (8%)、
鉄搭型(1 %)、その他 (4%) 
基調色
施設本体と同色 (80%)、施設本体と別色 (12 %)、赤白 (7%) 
基調仕上
吹き付けタイル (83%)、RC打ち放し (5%)、磁器タイル (3%)、鋼板塗装 (2%)、
その他 (7%) 
塗り分け等
垂直ストライプ (52 %)、模様・マーク (17 %)、頂部の塗り分け (13 %)、
基坦部の塗り分け (4%)、特になし (29 %) 
出角部の処理
曲線的な面取り (19 %)、 直線的な面取り (1 0 %)、
角部の強調 (リブ等の設置) (9 %)、角部への溝切り (8%)、その他 (6%)、
特になし (47%)
本体との連結部の処理
カバーを設置 (24%)、施設本体と一体 (11 %)、地下化 (7%)、
特になし(配管の露出) (5 5 %) 
煙突以外の機能等の付加
時計の設置 (8%)、発電でライ トアップ (7%)、展望台 (2%)、その他 (2%)、




他栽帯の設置 (65 %)、施設配置の工夫 (24%)、敷地内公園の設置 (8%)、
その他 (8%)、特になし (20 %) 
植栽・柵等の細部の計画
植栽の種煩に配慮 (29 %)、値栽でフェンスを隠す (7%)、































→ 白系淡色 (58%) → 1. 清潔感の表現 (41%)
2. 周辺環境への融合 (12%)
→ 吹き付けタイル (75%) → 1 .清潔感の表現 (24%)
2.親しみやすさの表現 (15%)
→ 特になし (33%) → 1. 周辺環境への融合 (25%)
2. 清潔感の表現 (17%)
2.威圧感・圧迫感の低減 (17%)
→ 横連窓 (61%) → 1. 近代的な印象の表現 (31%)
2.威圧感・圧迫感の低減 (15%)
→ 特になし (71%) → 1. 無回答 (45%)
2. 近代的な印象の表現 (14%)
→ 管理部 ・玄関周りの意匠的造形 (37%)
→ 1. 親しみやすさの表現 (30%)
2.近代的な印象の表現 (25%)
→ 陸屋根 (82%) → 1 .清潔感の表現 (17%)
2. 周辺環境への融合 (14%)
2. 近代的な印象の表現 (14%)
→ プラント優先 (58%) → 1. 清潔感の表現 (24%)
2.機能的条件への対応 (17%)
→ 特になし (40%) → 1 .無回答 (76%)
2~ 機能的条件への対応 (5%)
→ 四角形 (58%) → 1. シンボル性の表現 (23%)
2.清潔感の表現 (15%)
→ 施設本体と同色 (80%) → 1 .清潔感の表現 (29%)
2. 無回答 (15%)
→ 吹き付けタイル (83%) → 1. 無回答 (24%)
2. 清潔感の表現 (21%)
→ 垂直ストライプ (53%) → 1. 無回答 (20%)
2.威圧感 ・圧迫感の低減 (18%)
2. シンボル性の表現 (18%)
→ 特になし (47%) → 1. 無回答 (83%)
2. 清潔感の表現 (4%)
→ 特になし (55%) → 1. 無回答 (87%)
2. 機能的条件への対応 (5%)
-107ー
煙突以外の機能等の付加 → 特になし (81%)
第6章.清掃工場の建築形態の現状




外構 ・配置等の全体計画 → 植栽帯の設置 (65%)
選択回数
10 




→ 1. 無回答 (98%)
2.その他 (1%)
6 
---・・・ー 一ー一一 一一一一一一一一ーーーー......................................--ー ーー ーー 一ー一一一 一一一一一一一一一一一一 ーーーー............. 








横連続窓 (61 %) 
図6. 4 -2. 1 :標準的モデルの概要
/煙突の断面形状 :
// 四角形 (58%) 
/ 煙突の
/ 1"基調色:施設本体と同色




























































198 5年以降の近年に竣工した事例であっても、 多くの建築デザイ ン「手段Jは以前の形式をベー
スとして継承しており、煙突の角柱にストライブを施す方向性も含めて、 「主旨」については 「清潔感
の表現Jが的も多く怠識されている (10/40)ことがわかる(図6.4-2. 2) 
(d) No. 
16 70石口75
14 113 16 
14 10 15 54 
13 97 14 23 16 
13 55 12 22 16 
12 67 13 66 1 7 
12 14 1 27 
114 10 74 8 7 
101 10 120 7 78 
































































































































































































































































































































































































































































傾向分析は、 (k) iその他Jの項目および、 90%近くの事例で 1度も選択されなかった項目を除



























( 1 )漸減・安定傾向にある主旨項目(図 6.6-1)
主旨項目(a) i周辺環境への融合Jの度数は 1年間にー0.073、主旨項目(c ) i清潔感の表現Jの度
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( 2 )増加傾向にある主旨項目(図 6. 6-2) 
主旨項目 (b) r周辺環境の特徴表現」 の度数は1年間に0.18、主旨項目(f ) r威圧感 ・圧迫感の
低減Jの度数は1年間に0.26、主旨項目 (g) rシンボル性の表現」の度数は1年間に0.29と、それぞれ
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本的な機能を確保する方向性以外は、 ( a)存在そのものの否定、 (d)前近代的な設備しか持たない
































































































これまでの廃棄物問題の歴史は、 伝染病の流行と混乱による「都市衛生上の問題発生J → 衛生的
処理と廃棄物の増加に対処するための「焼却処理技術の開発」 → 焼却処理に伴う新たな公害問題と

















































































ザインされるようになる。 1960年頃""1965年頃の 「連続式第 I期」に連続式炉が初めて導入されると、
システムの特徴を表出した2つの箱型となり、 1975年頃までの 「連続式第 I期Jには設備の屋内化によ












































































































































































































































































写真7. 2・3. 3 プラント部をガラスで囲んだ 1次案
-136-
第7章.結論























写真7. 2・3. 4 :パッサ一氏による舞洲工場のデザイン案
-137-
住I7詩入茂:ごみの百年史/処理技術の移り変わり 学芸書林 1988年， p.458・459







rn出典: r自区内処理を実現する諮問プロジェクト」による広報用パンフレット 1997年 および，三多摩地域各
自治体における一般廃棄物の「自区内処理」の基本構想 1997年(協力:服部美佐子)
t8早川邦彦: r関係性をデザインするJ 建築文化1995年1月号 彰国社， p.94 






1 大窪健之，平岡 員，小林正美; I清掃L場のデザイ ンの変遷とその背景に関する誹!符研究










1. 大窪健之: I閉ざされゆくデザインと廃棄物問題J， WGA Japan 35~ ， pp.138， J 998作J1 ) J
2. 大窪健之 : I建築における"らしさ"の消去一清掃工場におけるデザイ ンの変遷と社会背東J， 
『建築と社会~ ， pp.34-36， 日本建築協会， 1999年1月













1をいただ、いた。 if~ねて謝意を rl l し 1 : げたい。
イミ{I)f究を遂行するにあたっては、東京都、大阪市、京都市、神戸市の清掃事業担当部局の方々をはじ
めとして、全|五lの清掃 L場を運常されておられる現場の方々、施設の設計を実際に担当されてきた設計
汗のノj々 に、多忙な1寺|悶を割いていただきながらくり返し御協力・御助言をいただ、いた。 また、国 1:地




デザイ ンの限移に関する調査では平岡呉氏(現 ・株式会社RIA) と、第6章の清掃仁場の建築デザイ ン
の現状前1fでは11木Hi 氏(現・株式会社竹rl工務自)と協力して調査 ・研究を行い、成果を 1-:.げるこ
とができた。
た、|百l級'1~ であり !日!僚として研究その仙の而で多 くの刺激を与えてくれた牧 紀男氏(現 ・理化学
{IJf究所j山成防災ゾnンティア研究センター)や、|専1:課程の学生として、また同僚として研究宅活動を
サ 71~ -ー 卜してくれた '.ñ lì 研氏(現・京都大学大学院工学研究科助手)と凹ri'尚人氏(現 ・京都大学大









































焼却能力 67.5 Vd 
炉数 18 
発篭能力 一kW



















敷地面積 _ rl 
建築面積 - rl 
延床面積 -ri 
m造木造 2/ 階
















































敷地面積 _ m 
建築面積 ー口1
延床面積 -ri 













































































































延床面積 - rl 
m造 針RC 21 階































焼却能力 90 t/d 
tp歎 6
発電能力 kー:W
敷地面積 _ m 
建築面積 一ば



























































































敷地面積 _ rl 
建築面積 ー rl
延床面積 - rl 
m進計RC 2/ 階














































































































建築面積 2402 rl 
延床面積 7112凶
精進 SRC 1 階










建築面積 2997 rl 






















建築面積 1985.41 rl 
延床面積1∞.32rl 
m造 SRC 511階















延床面積 5373 rl 
m造 SRC 411 階















































































































































































? ???? ? ???
?????
敷地面積 14272ri 
建築面績 3974 ri 
延床面積 11266ri 
m進 SRC 7/2階




































建築面積 8021 ri 
延床面積 23492ri 
m逃 SRC 7/1 階





























































































建築面積 7164 lTi 
延床面積 21238ri 
m造 SRC 6/1 階








炉数 ・ 2 
発電能力 12000 INV 
敷地面積 3氏問 ri
建築面積 7411 ri 
延床面積却328r{ 




































































相暗造 ー / 階




































































敷地面積 _ ri 
建築面積 -m 
延床面積 -ri 


















































延床面積 11580 m 
m造 SRC 81 階




























































































m造 SRC 81 階


































? ???? ?? ??
敷地面積 26αJOm 
建築面積 9361 rl 
延床面積 26402ぱ
















































精進 S 2/ 階









敷地面積 4256 m 




























































焼却能力 66 t/d 
炉数 12 
発電能力 一}例
敷地面積 4219 rl 
建築面積 761 rl 
延床面積 - ri 
m造木造 2/ 階

















































































































精進 S / 階





































建築面績 3388 ri 















































敷地面積 600 ri 
建築面積 25 ITi 
延床面積 -m 
事情造木造 /階
















































































建築面積 5230 rl 
延床面積 10901 ば
術進 SRC 6/2階
























?? 戸神ーす I 
脇浜活絹工場 I 
兵廊Il
.会区島浜海~通5.2? ? ? ?
敷地面積 10677m 
建築面積 - rl 
延床面積 5402ぱ
構造 SRC 6/ 階



































































建築面積 6470 rl 
延床面積 14582rl 
構造 SRC 4/2階































































































































































延床面積 - ri 
m造ー / 階



























































焼却能力 26.25 Vd 
炉数 2 
発電能力 }ー例













































































































敷地面積 - ri 
建築面積 - ni 
延床面積 - r{ 
織造 ー / 階

























建築面積 - ri 

































































































































建築面積 3039 li 
延床面積 6749 rl 
m造 SRC 5/ 階



















































建築面積 2567 ri 
延床面積 刀45ぱ
精進 SRC 6/2階





































地面積 17871 m 





































































































































~uø.' __________ __ 
n、ィ、












建築面積 10937 ri 
延床面積 23238ri 
精進 SRC 6/2階












建築面積 8103 ri 



























































































































































































































































建築面積 11600 ri 
延床面積 32氏IOrri
m造 SRC 6/2階








































































































建築面積 5153 ri 
延床面積 21262ri 
構造 SRC 7/2階































































































































焼却能力 330 tld 
炉数 3 
発電能力 7氏JOkW
敷地面積 59反)4 ri 
建築面積 7182 rl 




建築面積 1~幻13 lTi 
延床面績 23438ri 
























































































































































































































































































延床面積 5912 ri 
精進 RC，S 6/1 




m途 RC / 階
煙突高さ 59 m 
-周辺の都市値段.Jt!J!愛鑓区区分
工業
















































































































































‘E ・Ilcru"."J・・~ .0 
































































































































建築面積 4565 rl 
延床面積 10769rl 
IUiSRC 611階















"'.J!I同夜壇置代的岬蜘.~ 0 : 
閉しみやすさのa喧 ・ a














1 市開 | 

































阻しみやすきの袋壇 E一一一一一一一血圧思 ・庄温且の低掴~ :
シンボル1の署長喧
・隼胸像件ヘ白列車 区ヨ・








'聖地面積 53305 ri 
建祭薗積 9532 lTi 
延床面積 21226ri 
m透 SRC 6/1階
















! 大宮市 I 































































































































































{主Bn ・ 日々 ~J;?!111:' キIII合 . 
;苦々井リサイクル文化セン . 
i ター . 
1 ~l: 
敷地面積 24錨8 rl 
建築面積 4355 rl 
延床面積 8臼9rl 












繍..町11哩 c::==~"置代的r.町.同夜唖 障::1' ・



































































延床函積 23431 rl 















































































































































































建築面積 4368 ri 





































敷地面積 15752 m 
建築面積 2126 ri 
































































.置しみやすさ時夜明 ・ ， 
a民.'lTillI山量姐
































現--_.目黒・清掃工目 . 27宅τrJ;.u l!.r!_~.._ _  _ 
験地面積 170弱4rl 
建策面績 5153 rl 
延床面積 21262rl 
a進 SRC 7/2 























建策面積 8275 ri 
延床面積 17930 ri 
m造 SRC 513階
煙突高さ 150 m 
-鋼連箆I
回選広壇公霞・回道小学後・8鳳区良センタ- (，区集
















a¥ . |延床面積 M ∞ぱ
精進 SRC 611階






















淘間感司君襲現 = ・ ， 
近代的fl印・のg受理 ，0

















































建築面積 3368 rl 
延床面積 8132 ri 
m造 SRC 411階



























































































































































































建築面積 3974 m 
延床面積 10651 rl 
m造 RC， 6/1階













































~ ン縄県 JL， n.町漫壇 。.c的..終へ酌旬毎 回 句






焼却能力 330 Vd 
炉数 4 
発官E自Eカ 1m 



























建築面積 4149 m 
延床面積 8019 ri 
m進 RC，S4/1階


























































建築面積 Iω52 rl 
延床面積 23348rl 
m造 SRC 6/2階







建築面積 5438 m 



















































































































































































































煙突高さ 59 m 
-開通飽段


















近代的な印a院のa現 f o 
睡しみ令すさの後現







































































































































































精進 SRC 5/1 階











哩しみ令ずさ師事足唖 ー ' 




























































敷地面積 31550 m 
建築面積 3402rtI 
延床面積 7927 ri 
m造 RC/S6/1 階












































敷地面積 18630 ri 
建築面積 2881 ri 
延床面積 8092 ri 
構造 SRC 5/1 階















構造 RC.S / 階




































































敷地面積 7位 52rl 
建築面積 回41 rtI 
延床面積 12719ri 
m途 SRC 5/2階




















































































































































































































建築面積 3218 rl 














































































建築面積 8820 rl 
延床面積 19970ri 
m造 SRC 5/2階








































































































































































建築面積 7364 n1 
延床面積 21582ぱ























































































建築面積 7164 rl 
延床面繍 21238ri 







































m造 SRC / 階






































































































































































































延床面犠 4600 rl 
精進RC.S41 階
















































































建築面積 2980 ITi 












































































延床面積 8668 ri 
m造 RC.S5/2階
















































































建築面積 9574 ri 
延床面積 26561 ri 
構造 SRC 6/1階



















































幌しみやすさの表現 c:::ョ， ， 








建築面積 3106 m 
延床面積 乃40rri
m造 S.RC5/0階



































































































































延床面積 9377 m 
構造 RC. 6/2 
























延床面積 11821 m 
m造 RC 4/2階




































敷地面積 9917 m 
建築面積 4377 ri 
延床面積 109印 m
m造 RC， 5/1階

















































































建集面積 3840 ri 
延床面積 8災幻 ri
m造 SRC 4/2階
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1II 11~のI!!哩 C:II ・
近代的な印象的I!!唖 a:::::::sz










































? ? ! 大分市 E 








































延床面積 3170 ri 








建策面積 6438 ri 
延床面積 14479ri 




















































建築面積 2628 ri 
延床面積 4314ば
織造 RC，S / 階









































‘ 敷地面積 303001Ti 
建築面積 4816 ri 
睡 延床面積 11205ri .造 SRC / 階



















- デザイン・設計主旨調査シート (整理番号: “no>> ) 
調査対象のl “事業主体"

























(項目 一)について(一一 )+ (一一) 補足












(項目 )について :(‘ ) + ( 
(項目 )について( ) + ( 



















(h) 機能上の要求条件に従うため ー (機能条件について補足して下さい)
(i) 特定のテーマを表現するため → (テーマの内容について補足して下さい)
(j) 従来の施設イメージを継続するため






(項目一一)について (一一)+ (一一) 補足: 一一一一一一一一一一一一一一一一|
(項目一一)について :(一一)+ (一一) 補足




















→ ストライプの色 口施設本体のものと同色、口同色以外:ー …・…一一一一一一一_.]{S.
口(項目B)基部を表現する塗り分けをした
→ 基部を表現する色 口施設本体のものと同色、口同色以外 ..-一 向" 一ーー"系
口(項目C)頂部を表現する塗り分けをした






(項目一_Jについてc..… )+ (……) 補足
(項目 一一)について :( 一)+ (_--) 補足





























(項目一一) について(一一 )+ (一一) 補足











(項目一一)について(一一)+しー) 補足: 一一一一一一一一一一一一-I 




V 基調となる外壁の色彩 ・仕上について 一一一一一 一 一一寸
各項目ごとに 1つづっ選ぴ、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。
基調となる色彩 ( 口白系、口灰系、口茶系、口育系、口その他:一一一一一一一一一五 ) 
基調となる色彩の護法 ( 口濃色系、口淡色系 ) 
基調となる仕上 ( 口吹付タイル、口磁器タイル、口石材、口PCパネル、口その他:一一一一一 ) 
A 上記のデザインとした主旨について
設計主旨リストの中から最も近いと思われる設計主旨を各2つ選び、それぞれ記号でお答えください。
色彩について (一一)+ (一一) 補足 :ー
素材について :(一一J+ (_ ) 補足
V 外装への塗り分け等のデザインについて 一一一ーー
以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。














(項目一一)について :仁一 )+ (一一) 補足











(項目……)について(回目 )+ (-・ ) 補足
(項目 J について(… )+ ( ) 補足












(項目…一 )について(一一)+ (一一) 補足


















(項目 一ー)について(一一)+ (一一) 補足
(項目一一一)について :(一一)+ (一一) 補足
(項目一一)について :(一一.>+ (一一一) 補足
V 施設全体によるテーマの表現 (波、音楽、中世ヨーロッパの城など) 一一一一一一 一一一「
施設全体で、特にあるテーマを表現している場合は、そのテーマと主旨を記入してください。 I
テーマ :一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l
a 主旨 (一一)+ (一一) 補足:一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一|
<<煙突について、お答え下さい>>
V 主要な断面形状のデザインについて 一一 一「
主要部分のおおまかな断面形状について、以下の項目から 1つを選んで口内をチェックしてください。 I
口円形、口楕円形、口三角形、口四角形、 口多角形し一角)、口鋼管+鉄塔形 | 
口その他 :
ム 上記の断面形状とした主旨について
設計主旨リストの中から最も近いと思われる設計主旨を2つ選ぴ、記号でお答えください。
し時一)+ (一一) 補足
V 断面形状の角部処理等のデザインについて 一
以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。
口(項目A)直線的に角切りした
口(項目B)曲線的に角切りした
口(項目C) スリット(溝)切りを施した
口(項目D)エッジを強調した → 具体的に
